
広島⾼速道路公社の経理⽅法

●貸借対照表

（平成27年3⽉31⽇現在）

勘 定 科 目 勘 定 科 目
億 万円 億 万円

流動資産 43 0468 流動負債 175 4569

固定資産 3675 4080 固定負債 2320 3004
 事業資産
  道路 (3042 7949） 特別法上の引当⾦等 434 0825
 事業資産建設仮勘定 償還準備⾦ (317 9885)
  道路建設仮勘定 (618 9165) 償還準備積⽴⾦ (116 0940)
 有形固定資産 (9 3396)
 その他 (4 3570) 基本⾦ 789 5460

繰延資産 2 2757 剰余⾦ 1 3447

億 万円 億 万円

3720 7305 3720 7305
※勘定科目ごとに端数処理しているため、計において合致しないことがあります。

 広島⾼速道路公社では、財政状態及び経営成績を 明らかにするため、企業会計に準じた経理処理（発⽣主義、複式簿記）を⾏っていますが、道路資産について
は、料⾦収⼊等で道路資産に投資した額を償還する という事業の特徴から、その償還状況をより明確に把握できる償還準備⾦積⽴⽅式をとっており、企業会計に
おいて一般的に採用されている減価償却⽅式はとっていません。
 償還準備⾦とは、営業中の道路から⽣じる毎事業年度の収⽀差 （収益と費用の差）を積み⽴てたものですが、これは、道路資産に投資した 借⼊⾦の償還（建設
費の償還）に充当されます。したがって、⺠間企業で いう利益（⿊字）とは性格が異なります。
 財務諸表では、営業中の道路から⽣じる毎事業年度の収⽀差を 「償還準備⾦繰⼊」として損益計算書に費用計上し、その累計額を 「償還準備⾦」として貸借対
照表に表⽰することにより、道路の建設費の償還状況がわかる仕組みとなっています。
 平成26年度決算における償還状況については、営業中の⾼速道路の総資産額 （要償還額）約3,043億円に対し、償還準備⾦は平成26年度末で約434億円 （消費
税還付⾦の累計額である償還準備積⽴⾦を含む。）となっております。

平 成 2 6 事 業 年 度  貸 借 対 照 表

負 債 及 び 資 本 合 計

負担⾦等の受⼊累計額

供用区間の収⽀差の累計額
消費税還付⾦の累計額

県・市出資⾦の受⼊累計額

負 債 及 び 資 本 の 部
説 明 ⾦ 額

建設中道路への投資額
建物・⾞両・備品等の減価償却後の額

短期借⼊⾦・未払⾦等

国・県・市等からの借⼊⾦の残⾼等

営業中の道路への投資額

資 産 合 計

資 産 の 部
説 明 ⾦ 額

無形固定資産・敷⾦・電話加⼊権等

調査費等の額

現⾦・預⾦及び消費税還付⾦等の未収⾦



●損益計算書

勘 定 科 目 勘 定 科 目
経常経費 億 万円 経常収益 億 万円

 事業資産管理費 30 2956  業務収⼊ 103 7249
  道路料⾦収⼊ (102 7861)

 一般管理費 3 8907   その他 ( 9388)
  一般管理費 (2 4955)
  その他 (1 3952)  受託業務収⼊ 3 4770

 引当⾦等繰⼊ 49 1345  業務外収益 消費税還付⾦、受取利息等の収⼊ 6374
  償還準備⾦繰⼊ (49 0446)
  償還準備積⽴⾦繰⼊ ( 899)

 受託業務費 3 4770

 業務外費用 21 0415
億 万円 億 万円

107 8393 107 8393
※勘定科目ごとに端数処理しているため、計において合致しないことがあります。

●平成26年度の通⾏台数 ●償還計画と実績との対比

年 間 1⽇当り

広島⾼速道路 23,148,143 63,420

平 成 2 6 事 業 年 度  損 益 計 算 書

（平成26年4⽉1⽇から平成27年3⽉31⽇まで）

区分
通⾏台数(台)

道路占用料等の収⼊

広島県からの受託業務に係る収⼊

収 益 の 部

道路の通⾏料⾦収⼊

収益と費用の差額
消費税還付⾦

広島県からの受託業務に要する費用

営業中の道路の管理に係る⼈件費等

借⼊⾦の⽀払利息等で、営業中の道路にかかるもの

合 計

⾞両・備品等の減価償却費等

営業中の道路の維持、修繕、管理の費用等

（平成26年4⽉1⽇から平成27年3⽉31⽇まで）

説 明 ⾦ 額
費 用 の 部

説 明 ⾦ 額

合      計

単位：万円

管理費 利息等 合計
億   万 億   万 億   万 億   万 億   万 億   万

実績 1042724 341863 210415 552278 490446 3179885

計画 1328700 351500 211300 562800 765900 3352831
計画比（％） 78.5 97.3 99.6 98.1 64 94.8

※計画値は料⾦認可（平成26年3⽉）の数値を、実績値は平成26年度決算数値を使用しています。

収益(A)
費用(B) 償還準備⾦

繰⼊(A-B)
償還準備⾦
繰⼊(累計)


